
  

 
  

 
 

 
 
 
 

  資本の部は純資産の部に 

Ｑ：会社法の改正がらみで、貸借対照表も

改正されるとか。どのようになるのですか？ 

 

Ａ：資本の部は、純資産の部として次のよ

うに表示されることとなります。 

【解説】 

会社法の改正に伴い、貸借対照表の資本の

部が純資産の部となり、次のような表示に変

わります。また、資本金や資本準備金の取り

崩しによって生じた剰余金や自己株式の処分

差益などについては、株主資本等変動計算書

に記載することになり、その他資本剰余金の

内訳表示はしなくてよいこととなります。 

 ［純資産の部］ 

  Ⅰ 株主資本 

１資本金 

２資本剰余金 

(1)資本準備金 

(2)その他資本剰余金 

   ３利益剰余金 

(1)利益準備金 

(2)任意積立金等 

(3)その他利益剰余金 

   ４自己株式 

             株主資本合計 

Ⅱ 評価・換算差額等 

   １その他有価証券評価差額等 

   ２繰延ヘッジ損益 

   ３土地再評価差額金 

         評価・換算差額等合計 

Ⅲ 新株予約権 

                 純資産合計 
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